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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年1月17日(2012.1.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　タングステン金属粉末及び／又はモリブデン金属粉末又は炭化タング
ステン及び／又は炭化モリブデンを、アルカリ金属化合物の存在下での酸化タングステン
粉末及び／又は酸化モリブデン粉末の還元処理及び場合により浸炭処理によって製造する
ための方法において、少なくとも２つのアルカリ金属化合物を、中間形成されうる混合ア
ルカリ金属－タングステン酸塩もしくは混合アルカリ金属－モリブデン酸塩（（Ｌｉ，Ｎ
ａ，Ｋ）２ＷＯｚ，（Ｌｉ，Ｎａ，Ｋ）２ＭｏＯｚ）が５５０℃未満の融点を有するよう
な比で使用する、タングステン金属粉末及び／又はモリブデン金属粉末又は炭化タングス
テン及び／又は炭化モリブデンの製造方法。
　　【請求項２】　アルカリ金属化合物を、酸化タングステン及び／又は酸化モリブデン
に対して全体で０．２～１．５モル％の量で使用する、請求項１記載の方法。
　　【請求項３】　アルカリ金属化合物がＮａのＬｉに対するモル比０．９～１．２６を
有し、その際、更にカリウム化合物が存在する場合に該化合物は４０モル％までのＮａ及
び／又はＬｉを代替する、請求項１又は２記載の方法。
　　【請求項４】　アルカリ金属化合物を混合塩として使用する、請求項１から３までの
いずれか１項記載の方法。
　　【請求項５】　アルカリ金属化合物として酸化物、水酸化物、炭酸塩及び／又はタン
グステン酸塩もしくはモリブデン酸塩を使用する、請求項１から４までのいずれか１項記
載の方法。
　　【請求項６】　酸化タングステン粉末としてＷＯ３を、もしくは酸化モリブデン粉末
としてＭｏＯ３を使用する、請求項１から５までのいずれか１項記載の方法。
　　【請求項７】　酸化タングステン粉末としてＷＯ２を、もしくは酸化モリブデン粉末
としてＭｏＯ２を使用する、請求項１から５までのいずれか１項記載の方法。
　　【請求項８】　水素含有雰囲気及び／又は一酸化炭素含有雰囲気及び／又は炭化水素
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含有雰囲気で還元処理を実施する、請求項１から７までのいずれか１項記載の方法。
　　【請求項９】　平均粒度＞５０μｍＦＳＳＳで、最大１００μｍの大きさを有する単
結晶の炭化タングステン粉末。
　　【請求項１０】　焼結された硬質合金又は溶浸された工具の製造のための、請求項９
記載の炭化タングステン粉末の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　それに応じて本発明の対象は、少なくとも２つのアルカリ金属化合物を、中間形成され
る混合アルカリ金属－タングステン酸塩もしくは混合アルカリ金属－モリブデン酸塩（（
Ｌｉ，Ｎａ，Ｋ）２ＷＯｚ）が５５０℃未満の融点を有する、アルカリ金属化合物の存在
におけるタングステン粉末の還元及び浸炭処理によるタングステン金属粉末及び／又はモ
リブデン金属粉末又は炭化タングステン及び／又は炭化モリブデンの製造方法である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　有利にはナトリウム化合物及びリチウム化合物からなる混合アルカリ金属化合物はナト
リウムのリチウムに対するモル比０．９～１．２６で使用される。特に有利には、ナトリ
ウム化合物、リチウム化合物及びカリウム化合物を含有し、その際、カリウム化合物を前
記のモル比のナトリウム及び／又はリチウムと４０モル％、更に有利には１０～３０モル
％の全カリウム含量まで交換する混合アルカリ金属化合物が特に有利である。
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